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環境

カーボンニュートラル

オーエスジーは、リスク及びコンプライアンス管理委員会にて、気候変動リスクをはじめとした自社全体のリスクについて、事業への影響度を
もとに優先度を評価しています。気候変動に関するリスク・機会のモニタリングについては、サステナビリティ委員会、リスク及びコンプライア
ンス管理委員会、安全衛生委員会が連携して進めています。サステナビリティ委員会では、ESGに関連した課題、方針やビジョンの徹底、重要
施策などについて審議し、活動状況を定期的に取締役会へ報告しています。

ロードマップ

削減施策

気温上昇が、1.5℃シナリオ、4.0℃シナリオを選定し、リスク、機会およびその対応について検討を行いました。
［参考にしたシナリオ］1.5℃シナリオ：IEA NZE2050など 4℃シナリオ：IPCC RCP8.5など
特に「GHG規制強化によるコスト増」、「EV化加速によるガソリン車向け工具需要の減少」、「異常気象激甚化に伴うサプライヤー被災」の
3点を影響度の高い重要リスクと特定しています。
これに対して、再エネ導入・省エネ化、事業ポートフォリオの見直し、調達先多角化とBCP強化といった中長期的な対応策を進め、レジリエ
ンス向上を図っています。また、気候変動を事業成長の機会として位置づけ、特に再エネ・省エネ技術の普及やEV化・蓄電池市場の拡大を
重要機会と認識しています。これに対応し、省エネ・再エネ関連向け工具の開発強化、微細・精密加工分野への投資拡大、長寿命工具の品
質向上と販売拡大を推進しています。また、積極的な情報開示を通じて企業活動の透明性を高め、低炭素社会への移行を競争力強化につ
なげています。

リスクと機会

サステナビリティ推進体制

主なリスクとその対応策

当事業年度に係るサステナビリティ委員会開催状況

委員長 ： 社長
委　員 ： 担当役員、各部門長
事務局 ： 経営企画室
内　容 ： サステナビリティ関連の方針・取り組みなどに関する

審議、決定およびレビュー報告

ESG推進担当

サステナビリティ委員会（四半期に１回開催）

報告・承認

企画立案
推進・実行

取締役会

会長

経営企画室（サステナビリティ管理責任者）

各部門長（ESG 責任者）

社長

4月10日

主な報告事項など日付

7月10日 カーボンニュートラルへの取り組み進捗報告（Scope2の生産と
の関連と今後の指標）

カーボンニュートラルへの取り組み進捗報告（カーボンフットプ
リント算定）

10月9日 カーボンニュートラルへの取り組み進捗報告（今後の見通しと
再生プラスチックケースについて）

カーボンニュートラルへの2025年取り組み報告および2026
年度計画1月8日

小分類 リスク 影響度

大

対応

GHG（温室効果ガス）排出
に関する規制の強化

炭素税などによる製造・開発・
生産・調達コストの増加

異常気象の激甚化

CO2排出量の削減目標の設定
オフサイトPPA/オンサイトPPA導入、工場でのCO₂フリー電力
購入
エコファクトリー推進（自社製工作機械のエネルギー効率化、設
備の運用改善、視える化）

大

大

EV化、燃料電池車の拡大 ガソリン車向けの工具需要減少 顧客ポートフォリオの見直し

サプライヤーの多角化

移行
リスク

政策・
法規制

物理
リスク 急性 サプライヤーの被災による資材

調達難、生産停止、生産遅延

タイプ

※ 時間軸については、2030～2050年を想定しています。

主な機会とその対応策

小分類 機会 影響度

大

大

大

対応

EV化、燃料電池車の拡大

電池開発促進による精密な金
型加工の需要増加

半導体、コネクタ、電子部品市
場増加による微細・精密加工用
工具の需要拡大

EV充電器、蓄電池の需要増加

微細・精密加工分野の販売拡大

EV充電器、蓄電池向け加工工具の開発加速

微細・精密加工用工具の開発、投資拡大、販売増強

移行
リスク 市場

タイプ

※ 時間軸については、2030～2050年を想定しています。

オーエスジーグループは、2023年8月10日に切削工具メーカーとして世界初のグリーンボンドを発行しました。
オーエスジーグループの中期経営計画「Beyond the Limit 2027」の実現に向け、成長戦略とESGの取り組みを結び付けることで創出する企業価
値の最大化に向けて邁進してまいります。

オーエスジーグループは気候変動対応として中期計画に基づく施策を推進しています。

オーエスジーグループは、CO₂排出量削減に向けた新たな全社目標を設定しました。2030年に2024年度比20％削減を目指し、計画に基づく取り
組みを着実に推進してまいります。
なお、2025年度は前年度を上回る結果となりましたが、中長期目標の達成に向け、排出量の変動要因について分析を行った上で、CO₂排出量削減
に向けた継続的な改善に取り組んでいきます。

資金充当状況レポーティング(2025年11月30日時点)

インパクトレポーティング(2025年11月30日時点)

グリーンボンドレポーティング

カーボンニュートラルに向け始動

１ 省エネルギー
■ 大池工場の改修(GBPカテゴリー:グリーンビルディング)
2024年8月着工、2028年6月竣工予定
CASBEE評価：B＋

適格事業区分

省エネルギー

新規
リファイナンス
合計

：23（100％）
：0（0％）
：23

2028年3月

製品開発プロセスにおけるエネルギー効率

グリーンビルディング

環境配慮型製品、環境に配慮した生産技術および
プロセス認証を受けた高環境効率製品

● 再エネの導入▲

オフサイトPPA 

▲

オンサイトPPA（新城）

● 再エネの追加導入検討▲

次世代型太陽光パネルなど検討

環境配慮型の
製品

計

GBPカテゴリー 資金充当金額 未充当額

資金充当額調達額 未充当残高

充当完了予定

2 環境配慮型の製品

■ CAE解析による切削シミュレーション(GBPカテゴリー:製品開発プロセスにおけるエネルギー効率)
CO2排出量削減効果：1,888.07kg-CO2/累計実績

(百万円)
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■ 製造時のCO2排出量が従来品の35%削減
　された転造タップ「GREEN TAP」の開発
CO2排出量削減効果：8,241.48kg-CO2/累計実績

Stage2 2025-2027Stage1 2022-2024中期経営計画

CO2排出量削減ロードマップ（連結Scope1・2）

連結での取り組みへ拡大

Stage3 2028-2030
連結での削減推進

● Scope1・2の算定（連結）

● CO₂排出量10%削減（19年度比）
実績 19％削減

● CO₂排出量20%削減（連結24年度比）
● SBT認証取得

1.CO₂排出量削減への取り組み（Scope１・2）各製造部
2.グループ会社CO₂排出量削減の取り組み（Scope１・2）
3. Scope３算定

4.カーボンフットプリント可視化と開示ルール検討
5.再生可能エネルギーの導入準備2026年度

計画

ガバナンス・リスクマネジメント

● 再エネの追加導入検討▲

大池工場   

▲

他事業所

● Scope3の算定
●カーボンフットプリント算定

2050年度目標
カーボンニュートラル

達成

Scope1実績 Scope1目標Scope2実績 Scope2目標

2025年度実績
153,000t

2024年度実績
148,000t

2030年度目標
20％削減

2040年度目標
50％削減

OSGの進捗・成果OSGの基盤強化OSGの戦略OSGの価値創造OSGとはOSGの基盤強化
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